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火災時の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放送の優先順位 副校長→生活指導主任→防災担当→生活指導部 

非常警報器 教室にいる教員 生徒を静かにさせ、放送に耳を傾けさせる 

  職員室にいる教員 

 

 

 

 

 

 

 

 

火災時  窓を閉め、カーテンを束ねる。 

地震時  ドアを開ける（避難口確保）。窓を開け、カーテンを閉める。 

 

 

 

 

   

主事室で場所の特定 

現場に急行 

放 送 

※「災害」に非常警報器の鳴動を含む。 

危険性を感じた時 
振動等が長引く時 
教室が騒がしい時 

火災（災害）発生 

授業の続行可能 

授業の続行 

授業の続行不可 

放送による指示 

避難 授業の続行 

静かにさせ、状況確認 

授業の続行 避 難 

誤報の時は、いたずらした者や
目撃者を捜し、事情聴取 


